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つ

た
新
校
舎

待
ち
に
符

喜
び
い
さ
ん
で
引
越
し
（
須
釜
小
学
校
）

之
助
村
長
、
矢
吹
政
治
郎
教
育
長
も
参
加
し
、
旧
校
舎
よ
り

新
校
舎
へ
堂
々
と
行
進
を
し
て
、
元
気
一
杯
初
登
校
し
ま
し

新
校
舎
の
広
い
校
庭
に
勢
揃
え
し
た
児
童
た
ち
に
、
水
野

須
釜
小
学
校
の
校
舎
が
、
広
大
な
新
し
い
敷
地

に
、
近
代
的
な
姿
を
表
し
た
こ
と
は
既
報
の
と
お

り
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
の
新
春
を
迎
え
た
三
学
期
初
め

の
一
亘
月
八
日
の
朝
へ
須
釜
小
学
校
の
児
童
た
ち
ニ

九
二
名
は
、
今
ま
で
学
び
遊
ん
だ
想
い
出
多
い
旧

校
舎
に
、
別
れ
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
あ
と
、
児
童

た
ち
の
鼓
笛
の
マ
ー
チ
も
軽
や
か
に
、
小
針
千
代

⑮
新
校
舎
で
の
校
長
先
生
の
お
話

〶
住
み
な
れ
た
旧
校
舎
へ
お
別
れ

ヘ

予
定

校
長
、
小
針
村
長
、
矢
吹
教
育
長
と
次
々
に
今
日
か
ら
こ
の

新
し
い
立
派
な
学
校
で
カ
一
杯
勉
強
を
し
て
立
派
な
人
間
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
新
し
い
教
室
に
入
っ
て
早
速
授
業
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
が
、
児
童
の
顔
は
、
ど
の
顔
も
嬬
し
さ
と
希
望
に
輝

い
て
い
ま
し
た
。-=＝＝＝-＝＝-=-=-＝==＝-＝ii-＝-＝-＝＝＝-==＝-―l=＝＝l-＝＝＝-＝-＝＝＝＝-＝＝-＝＝＝＝-=＝-=＝＝＝-=i-＝＝-=＝-＝＝＝-=＝＝＝-=-t 

二
月
の
行
事
予
定
表
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1
0日
村

民

囲

碁

、

将

棋

大

会

一
六
・
一
七
日
、
青
年
研
修
会

（
磐
梯
青
年
の
家
）

一
九
日
妊
婦
健
康
診
断
母
子
セ
ソ
タ
ー

二
0
日
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種

母
子
セ
ソ
ク
ー

二
0
日

第

二

回

農

業

委

員

会

中

旬

子

牛

生

産

検

査

ク

石

川

地

方

推

進

員

幹

部

研

修

二
―
日
百
日
せ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接

種

須

釜

支

所

二
五
日
固
定
資
産
税
•
国
民
年
金
保
険
料

第
四
期
分
納
期
限

ニ

八

日

乳

幼

児

健

康

相

談

二
月
一
六

l
-
＝
月
一
五
日

納
税
申
告
相
談

月
例
監
査

教
育
委
員
会

民
生
委
員
会

二
月
の
書
道
教
室

八
日
・
一
五
日
・
ニ
ニ
日
の
三
回
開
催
の

下

旬ク

？ヽヽ
ヽヽヽ
｀
’L_ì
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.
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す
で
に
御
存
知
の
よ
う
に
、
児

童
が
心
身
と
も
に
す
こ
や
か
に
成

長
す
る
こ
と
は
、
国
民
す
べ
て
の

願
い
で
あ
り
、
家
庭
と
社
会
が
と

も
ど
も
に
児
童
の
健
全
な
育
成
に

努
め
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
の
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て

児
童
手
当
法
が
生
ま
れ
、
昭
和
四

十
七
年
一
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
児
童
手
当
制
度
は
、

国
、
県
、
村
と
事
業
主
が
費
用
を

持
ち
あ
い
、
児
童
を
養
育
す
る
人

に
児
童
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
家
庭
生
活
の
安
定
と
次

代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
育

成
、
資
質
向
上
を
は
か
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
満
十
才
未
満
の

児
童
を
一
二
人
以
上
養
育
し
て
お
り

そ
の
う
ち
一
人
以
上
が
十
才
未
満

の
児
童
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
し

こ
中
、
。

t
ヵ満

十
八
才
未
満
の
児
童
―
―
一
人
以

上
の
う
ち
に
、
義
務
教
育
終
了
前

の
児
童
（
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま

で
の
児
童
）
が
い
れ
ば
支
給
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
盲

学
校
、
ろ
う
学
校
、
養
護
学
校
の

中
学
部
に
在
学
す
る
児
童
や
義
務

本
年
四
月
よ
り
範
囲

が
広
が
つ
て

児
童
手
当
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
人
は

児
童
手
当
を
受
け
る

た
め
の
手
続
き
は

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
請
関
の
各
々
の
口
座
に
各
月
の
八
日

求
を
し
た
月
の
翌
月
か
ら
支
給
と
ま
で
に
振
込
払
い
い
た
し
ま
す
。

{
〗
｀
”
{
·
す
（
村
の
指
定
す
る
金
融
機
関
と
は

な
り
ま
す
。

・・・・・9
．
竺
ふ
t,?f・・・i
、
.

．
な
お
、
公
務
員
と
三
公
社
臣
『
泉
地
区
は
泉
村
農
業
協
同
組
合
、

＇唸/.]，

．．
 
ヘ
・
土
｛
~
こ

,`
 

単
じ
｛
で
須
釜
地
区
ほ
須
釜
農
業
協
同
組
合

め
て
い
る
方
は
勤
め
先
に

を
言
『
・
い
ま
す
。
）

て
く
だ
さ
い
9

児
童
手
当
を
受
領
さ
れ
る
場
合

は
、
各
月
の
八
日
以
降
、
支
払
通

児
童
手
当
の
支
給
は

i・

児
童
手
当
は
、
毎
年
、
、
二
月
‘
知
書
及
び
印
鑑
持
参
の
上
、
各
金

六
月
、
十
月
の
三
回
に
分
け
て
、
融
機
関
に
て
お
受
け
取
り
く
だ
さ

そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
ま
で
の
分
を
ま
い
。

と
め
て
、
村
の
指
定
す
る
金
融
機

教
育
を
免
除
又
は
猶
予
さ
れ
て
い

る
児
童
に
つ
い
て
は
、
十
八
オ
未

満
で
あ
れ
ば
義
務
教
育
終
了
前
の
．

児

童

に

含

ま

れ

ま

す

。

．

こ
の
よ
う
に
児
童
の
支
給
対
象

範
囲
が
広
が
り
ま
す
の
で
、
現
に

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
で

も
、
四
月
か
ら
そ
の
額
が
増
え
る

こ
と
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

但
し
、
以
上
の
様
な
場
合
、
そ

の
人
の
収
入
が
一
定
の
額
に
満
た

な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
例
え
ば
扶
養
親
族
五
人
の
場
合

二
百
六
十
八
万
円
、
こ
の
額
は
こ

と
し
の
六
月
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ

る
予
定
で
す
。
）

こ
と
し
の
四
月
よ
り
、
三
人
以

上
の
児
童
の
う
ち
出
生
順
に
数
え

て
三
人
目
以
降
で
あ
っ
て
、
義
務

教
育
終
了
前
の
児
童
一
人
に
つ
き

三
千
円
と
な
り
ま
す
。
（
い
ま
ま

で
は
十
才
未
満
の
児
童
）

役
場
住
民
課
及
び
支
所
に
お
い

て
受
付
を
し
て
お
り
ま
す
。
四
月

か
ら
新
た
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
や
、
現
在
の
額
よ
り
増
え
る

と
思
わ
れ
る
方
は
す
ぐ
に
請
求
の

手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
―
―
―

月
末
日
ま
で
に
手
続
き
を
と
り
ま

せ
ん
と
四
月
分
か
ら
の
支
給

児
童
手
当
の
額
は

も
う
す
ぐ

四
月
に
村
内
の
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
は
昭
和
四
十
二

年
四
月
二
日
か
ら
四
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

で
、
男
五
十
四
名
、
女
五
十
/U一
名
、
合
計
百
七
名
で
昨
年
よ

り
十
名
多
く
な
り
ま
し
た
。
も
し
調
査
も
れ
の
方
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
教
育
委
員
会
ま
で
、
連
絡
し
て
下
さ
い
。

川
辺
小
学
校

児
童
名

大

竹

君

子

大

竹

和

代

大
和
田
正
人

小

針

博

之

小
針
由
加
里

坂

本

茂

明

白

旗

裕

美

白
旗
千
恵
子

須

藤

春

子

野

崎

信

子

円

谷

洋

司

曲
山
美
質
子

矢

部

伸

夫

矢

部

節

子

住
所

川

辺

正重行善角友栄幹政ー政重 要保
武 護

雄蔵信之男治治雄男夫秋功 介者

小

高

(17
名
）

大

竹

克

彦

荻
田
富
美
雄

車
田
満
寿
美

車

田

清

子

須

藤

安

義

関

根

勝

美

添

田

由

紀

高

原

充

宏

高

原

美

子

溝
井
小
百
合

三

輪

健

文

柳

沼

保

幸

富 常四義安陽敬富克
Ji; 健治健

男 幸郎 勝広一助雄巳

』
阿

部

孝

大

越

健

二

大

野

勝

彦

小

山

田

弘

国

井

光

男

熊

谷

洋

子

小

原

明

和

小

原

伸

二

癖

枝

真

紀

相
楽
幸
、
江

相

楽

雅

彦

塩
沢
利
恵
子

直功義暉二明 保 初 金 猶 重
｀之由

一男二夫郎昭勝助徳徳 房

矢

部

辰

弥

吉

田

喜

江

吉

田

広

乏

玉
川
第
一
小
学
校
(39
名
）

(46
名
）

う
れ
し
い
な
ァ

常

一
•
清

直

人

年
生

竜 竜

矢

吹

豊

美

加

藤

純

真

弓

典

子

大

木

和

彦

小

針

誠

小

針

克

美

小

針

武

彦

藤
井
は
つ
子

渡

辺

典

子

大

竹

美

子

大

竹

典

恵

倉

鎌

明

小

林

和

良

佐

久

間

豊

崎

上

野

文

彦

上

野

春

男

岡

部

良

城

岡

部

徳

子

小

林

広

孝

小

林

ゆ

り

崎

小

林

春

夫

小

林

み

さ

佐
藤
栄
美
子

首

藤

明

美

仁
井
田
清
子

本

橋

明

美

小

林

清

子

須
釜
小
学
校

岩
法
寺

蒜

生中

八栄武 元文良秋英勝忠文豊喜由勝寿晃崇唯成不 朋
進攻 二実渉ー

郎一嘉 重春行男栄良三吉吉作一義雄志夫七男夫 一

四 山
新
田

南
須
釜 四

辻

分

校

石

森

松

吉

榊

枝

洋

子

塩
田
喜
美
代

渡

辺

由

夫

塩

田

晃

辻

征 由茂忠米
二
郎三男水政

(
5
名
）

山
小
屋

吉
北
須
釜

北
須
釜

関

根

美

紀

子

英

夫

円

谷

真

由

美

兼

行

増

子

久

美

大

吉

宗

形

誠

信

重

宗

形

孝

子

孝

夫

吉

村

忠

幸

忠

雄

草

野

幸

男

直

光

車

田

恵

子

清

和

小

針

久

美

―

二

小

針

俊

則

康

敬

榊

枝

美

由

紀

安

孝

佐

久

間

安

裕

安

直

塩

沢

久

子

政

吉

塩

沢

美

恵

子

勝

鈴

木

明

孝

関

根

明

美

資

郎

矢

吹

宏

明

捨

治

矢

吹

美

智

子

春

雄

矢

吹

和

彦

吉

房

矢

吹

恵

子

重

一

鈴

木

玲

子

利

夫

有

賀

一

枝

一

有

賀

孝

司

政

司

大
和
田
美
江
子
一

大

和

田

静

豊

隆

大
和
田
百
紀
子
俊
寛

近

内

弘

二

道

夫

佐

藤

栄

筋

策

須

釜

喜

一

敬

喜

矢

部

政

美

茂

政

矢

部

洋

一

茂

昭

矢

部

藤

枝

昭

七

石
森
涵
5

二

始

滝

口

義

三

政

信
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南須釜分団に配置

土
地
や
建
物
な
ど
を
売
っ
た
場

合
の
利
益
を
譲
渡
所
得
と
い
い
ま

す。
昭
和
四
十
八
年
中
に
譲
渡
所
得

の
あ
る
方
は
、
営
業
所
得
や
農
業

所
得
を
有
す
る
方
と
同
じ
よ
う
に

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま

で
の
間
に
所
得
税
の
確
定
申
告
と

納
税
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

譲
渡
所
得
の
う
ち
、
一
般
的
に

も
っ
と
も
多
い
長
期
譲
渡
所
得

i

、r
ヽヽ‘,‘、
-≫̀’J

（
五
年
を
こ
え
る
期
間
も
っ
て
い

た
土
地
や
建
物
な
ど
を
売
っ
た
こ

と
に
よ
る
所
得
）
の
税
金
の
計
算

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
長

期
譲
渡
所
得
の
税
金
の
計
算
は
、

別
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

取
得
費
と
は
、
売
っ
た
土
地
や

建
物
な
ど
を
買
っ
た
と
き
の
価
額

で
す
が
実
際
の
取
得
費
が
譲
渡
価

額
の
五
形
よ
り
も
少
な
い
と
き

は
、
譲
渡
価
額
の
五
％
を
取
得
価

額
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
譲
渡
費
用
は
、
土
地
や

建
物
な
ど
を
譲
渡
す
る
た
め
に
負

担
し
た
費
用
、
た
と
え
ば
、
仲
介

手
数
料
測
董
費
な
ど
を
い
い
ま

す。
特
別
控
除
は
、
ふ
つ
う
百
万
円

で
す
が
、
た
と
え
ば
道
路
、
学
校

な
ど
の
事
業
の
た
め
に
譲
渡
し
た

と
き
は
、
二
千
万
円
、
自
分
が
住

ん
で
い
る
居
住
用
財
産
を
譲
渡
し

た
と
き
は
一
千
七
百
万
円
と
、
そ

れ
ぞ
れ
百
万
円
に
代
え
て
控
除
す

ヽ

ヽ

L
]
9」
,
J
9
'
J

村
で
は
昭
和
四
十
八
年
度
の
消

防
施
設
整
備
計
画
で
消
防
力
の
充

実
を
図
る
た
め
、
消
防
ポ
ソ
プ
自

動
車
を
発
注
し
て
お
り
ま
し
た
が

（
一
月
二
十
四
日
納
車
さ
れ
、
当

日
村
よ
り
消
防
団
に
引
渡
さ
れ
て

南
須
釜
分
団
に
配
置
さ
れ
ま
し

こ
。f
 こ

の
ボ
ソ
プ
は
国
か
ら
国
庫
補

助
金
を
受
け
て
購
入
さ
れ
た
も
の

で
、
ポ
ソ
プ
の
性
能
は
、
ジ
ー
プ

型
の
出
力
百
三
十
馬
力
の
強
力
な

ニ
ン
ジ
ン
に
高
性
能
の
森
田
式
ポ

ソ
プ
を
登
載
し
た
、
最
新
鋭
の
消

防
ボ
ソ
プ
自
動
車
で
あ
り
ま
す
。

南
須
釜
分
団
へ
の
配
置
は
東
部

地
区
民
の
長
い
間
の
念
願
で
あ
っ

た
の
で
こ
の
配
置
に
よ
り
地
域
民

の
期
待
に
応
い
、
今
後
の
消
火
活

動
に
偉
力
を
発
揮
出
来
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

譲
渡
所
得
の
税
金
に
つ
い
て

尋
『
池
建
物
を
占
傷
つ
｀
・
却
沢
惰

四
十
九
年
玉
川
村
成
人
式
は
、

一
月
十
五
日
午
前
九
時
三
十
分
か

ら
役
場
会
議
室
に
成
人
該
当
者
一

四
五
名
中
―
一
七
名
が
出
席
し
て

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
矢
吹
教
育
長
の
開
式
の
こ

と
ば
で
始
め
ら
れ
、
君
が
代
を
斉

唱
し
、
小
針
村
長
は
新
し
い
世
紀

を
創
り
出
す
原
動
力
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
式
辞
を
の
べ
た
あ
と
、
該

当
者
に
成
人
証
書
と
記
念
品
を
交

付
し
た
。

来
賓
祝
辞
と
し
て
渡
辺
県
議
会

議
員
、
小
針
玉
川
村
議
会
議
長
、

小
原
選
管
委
員
長
、
根
本
須
釜
中

学
校
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
励
し
の
言

葉
が
あ
り
、
成
人
者
を
代
表
し

て
、
北
須
釜
の
瀬
谷
セ
ッ
子
さ
ん

が
立
派
な
社
会
人
と
な
り
ま
す
と

謝
辞
を
の
べ
、
近
内
収
入
役
の
閉

式
の
こ
と
ば
で
終
了
し
ま
し
た
。

続
い
て
記
念
撮
影
の
あ
と
、
公

民
館
で
交
歓
会
を
行
な
い
、
自
己

紹
介
を
し
た
り
し
て
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
し
ま
し
た
9

こ
の
成
人
式
に
須
釜
小
六
年
生

の
時
に
書
い
た
作
文
を
、
当
時
の

担
任
だ
っ
た
岡
崎
先
生
か
ら
屁
け

ら
れ
感
激
し
て
い
た
一
幕
な
ど
も

あ
り
意
義
の
あ
る
成
人
式
で
し

こ
。t
 

心
を
は
ず
ま
せ

成

人

• 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
農
地
保
有
の
合
理

化
の
た
め
に
農
地
を
譲
渡
し
た
と

き
や
、
土
地
を
売
っ
て
ア
パ
ー
ト

な
ど
の
減
価
償
却
資
産
と
買
換
え

た
と
き
な
ど
の
特
別
な
取
扱
い
が

多
く
あ
り
ま
す
。

税
務
署
で
は
二
月
十
六
日
か
ら

三
月
十
五
日
ま
で
譲
渡
所
得
の
申

告
の
し
か
た
な
ど
に
つ
い
て
相
談

所
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
か
ら
遠

慮
な
く
ご
利
用
願
い
ま
す
。

な
お
取
扱
い
に
つ
い
て
、
お
わ

か
り
に
な
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
税
務
署
資
産
税
担
当
に
お
た

づ
ね
く
だ
さ
い
。（

須
賀
川
税
務
署
）

'
（
／
ー
＼
／
し
、
．
／
ー
、

9
/
\
/

＼
.
/
~

水
道
だ
よ
り

玉
川
村
広
域
簡
易
水
道
事
業
は

昭
和
四
十
七
年
度
、
昭
和
四
十
八

四
五
名

④ 別表

譲渡価額一（取得費十譲渡費用）＝譲渡所得

譲渡所得ー100万円（特別控除）＝課税長期譲渡所得

課税長期譲渡所得X15;% (48年分の税率）＝税金

（注） 昭和49年・ 50年の税率は20%になります

栄
養
士

役
場
職
員
に
次
の
人
事
異
動
が

あ
り
ま
し
た
。
（
）
は
旧
任

住
民
課
（
産
業
課
）

主
事
補
佐
藤
恵
美
子

会
計
室
（
総
務
課
）

主

事

補

溝

井

淑

子

新

採

用

給
食
セ
ソ
ク
ー

栄

養

士

塩

沢

道

子

職小

原

綾

子（
旧
姓
野
崎
）

大
木
千
枝
子（

旧
姓
塩
沢
）

蛭

田

京

子

年
度
の
二
年
継
続
事
業
で
総
工
事

費
一
億
七
千
二
百
万
円
（
給
水
事

業
費
含
ま
ず
）
か
け
事
業
を
施
行

し
て
お
り
ま
す
が
、
送
配
水
管
延

長
三
万
六
千
六
百
二
十
六
メ
ー
ト

ル
の
布
設
工
事
も
ほ
ぽ
完
了
し
、

四
月
一
日
か
ら
給
水
開
始
す
る
予

定
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
各
戸
給
水
工
事
を
二
月

末
日
ま
で
に
完
了
す
る
予
定
で
エ

事
を
進
め
て
お
り
、
工
事
の
終
了

し
た
箇
所
か
ら
通
水
試
験
を
実
施

い
た
し
ま
す
の
で
各
家
庭
、
団
体

事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
は
止
水

栓
筐
（
し
す
い
せ
ん
き
ょ
う
）
の

位
置
と
本
管
か
ら
の
管
路
、
メ
ー

タ
ー
器
の
位
置
、
不
凍
止
水
栓
の

位
置
を
良
く
確
認
し
て
お
い
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
そ

れ
と
工
事
業
者
の
布
設
し
た
給
水

管
、
給
水
栓
等
は
勝
手
に
動
か
さ

な
い
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

主
事
補 退

主

事

人
事
異
動
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冠
婚
葬
祭
を
始
め
各
種
の
祝
事

な
ど
が
だ
ん
だ
ん
派
手
に
な
っ
て

)
 

.
9
C
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4
,
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エ
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細
協
力
を
御
‘
八
、
い
じ
ま

/
1
 

は
著

．①
絶
体
的
使
用
量
の
節
減

最
近
燃
料
資
源
の
枯
渇
化

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
・
入
浴
回
数
を
減
ら
す
こ
と
、
入

け
L
P
G
（
液
化
石
油
ガ
ス
）
に
浴
は
家
族
揃
っ
て
一
度
に
入
る
。

つ
い
て
の
枯
渇
化
ば
極
め
て
深
刻
よ
風
呂
、
湯
沸
器
の
。
ハ
イ
ロ
ッ
ト

な
様
相
を
呈
し
て
い
、る
現
状
に
あ
バ
ー
ナ
は
使
用
後
必
ず
消
す
。

り
ま
す
の
で
村
民
の
方
々
も
節
約
・
風
呂
湯
沸
の
沸
し
過
ぎ
を
防
止

に
協
力
下
さ
る
よ
グ
御
願
い
致
し
す
る
。

．

ま

す

。

・

湯

沸

器

を

低

温

で

使

用

す

る

。

新
生
活
運
動
を
実
践

皆
さ
ん
の
協
力
を

結
婚
式
の
引
物
は
千
円
以
内
に

・
ス
ト
ー
プ
を
適
温
で
使
用
し
、

使
用
し
な
い
と
き
は
必
ず
ス
イ
ッ

チ
を
切
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
は
使
用
後
す
ぐ
に

消
す
こ
と
。

・
風
呂
の
フ
ク
は
そ
の
都
度
し
め

る
こ
と
。

②
ガ
ス
を
上
手
に
使
う
方
法

・
コ
ッ
ク
を
全
開
し
て
炎
を
い
つ

ば
い
に
出
さ
な
い
で
鍋
や
、
や
か

ん
、
の
底
に
炎
の
先
が
ふ
れ
て
い

る
程
度
に
コ
ッ
ク
を
調
節
す
る
。

・
鍋
や
、
や
か
ん
、
の
底
が
ぬ
れ

て
い
る
時
は
よ
く
ふ
い
て
コ
ン
ロ

に
か
け
ま
し
よ
う
。

・
火
口
の
大
き
さ
に
合
っ
た
鍋

や
、
や
か
ん
、
を
使
い
ま
し
ょ

゜
ぅ・

鍋
や
、
や
か
ん
、
は
平
底
の
ほ

う
が
熱
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

・
ガ
ス
器
具
は
、
ス
ス
や
ホ
コ
リ

を
よ
く
掃
除
し
て
、
常
に
完
全
燃

焼
す
る
状
態
で
熱
効
果
を
よ
く
し

て
使
い
ま
し
ょ
う
。

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

先
に
行
っ
た
部
落
ご
と
の
村
政

懇
談
会
の
席
上
で
も
、
新
生
活
運

動
実
践
の
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
住
民
の
声
に
も
と
づ

き
、
村
で
は
一
月
二
十
九
日
に
区

長
さ
ん
始
め
各
種
団
体
の
代
表
者

き
て
お
り
、
物
価
高
の
こ
ん
日
お
に
出
席
し
て
い
た
だ
い
て
、
新
生

互
に
容
易
で
な
い
と
の
声
が
高
住
活
運
動
の
協
議
会
を
開
き
、
冠
婚

手
ま
め
に
消
そ

不
要
な
電

葬
祭
の
合
理
化
を
中
心
と
し
た
次

の
実
践
事
項
を
決
定
し
、
公
民

館
、
．
区
長
会
、
福
祉
協
議
会
、
青

年
、
婦
人
、
老
人
ク
ラ
プ
の
団
体

等
が
中
心
に
な
っ
て
、
こ
れ
を
住

民
運
動
と
し
て
強
力
に
推
進
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
み
な

さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

実

践

事

項

一
、
結
婚
披
露
式
に
つ
い
て

①
引
物
は
一
人
に
対
し
千
円
以

内
の
も
の
と
す
る
。

図
祝
金
は
、
村
内
会
場
二
千

円
、
村
外
会
場
三
千
円
（
一

般
の
者
）
以
内
と
す
る
o
,

③
祝
宴
の
献
杯
（
盃
の
や
り
と

り
）
は
し
な
い
。

④
招
待
者
及
び
嫁
—
婿
）
入
り
道

具
は
最
少
限
に
と
ど
め
る
。

二
、
葬
式
に
つ
い
て

①
香
典
返
し
（
引
物
）
は
、
大

字
内
は
廃
止
し
、
そ
の
外
ほ

三
百
円
以
内
の
も
の
と
す

る。

②
会
葬
者
の
昼
食
接
待
は
折
詰

昼
食
と
す
る
。

三
、
新
盆
に
つ
い
て

①
近
親
者
以
外
は
供
物
を
し
な

、o’> 
⑳
招
待
者
は
近
親
者
に
限
る
。

③
招
待
者
以
外
に
は
引
物
は
し

な
い
o

.

四
、
各
種
祝
事
に
つ
い
て

①
出
産
、
初
正
月
、
初
節
句
の

振
舞
は
、
こ
れ
を
合
せ
て
一

回
だ
け
と
す
る
。

図
そ
の
他
の
祝
事
に
つ
い
て
も

自
し
ゅ
く
す
る
。

五
、
傷
病
見
舞
返
し
廃
止
の
毎

石
油
危
機
に
よ
る
電
力
不
足
の

せ
い
で
、
こ
の
と
こ
ろ
煉
炭
、
炭

の
使
用
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
煉
炭
や
炭
、
実
は
一
酸
化

炭
素
ガ
ス
の
発
生
源
、
甘
く
み
る

と
思
わ
ぬ
事
故
を
招
き
ま
す
。

さ
い
き
ん
の
電
力
不
足
を
反
映

し
て
ど
こ
の
家
庭
で
も
節
約
ム
ー

ド
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
た
め

石
油
ス
ト
ー
プ
を
煉
炭
火
ば
ち
に

切
り
替
え
た
り
、
電
気
コ
タ
ッ
を

煉
炭
コ
タ
ツ
に
し
た
り
と
い
う
と

こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
。

県
内
に
お
い
て
も
、
こ
の
煉
炭

火
ば
ち
や
コ
タ
ッ
に
よ
っ
て
死
者

恐
い
ガ
ス
中
毒

煉
炭
や
炭
に
多
い

有
毒
ガ
ス

ま
で
仕
て
し
ま
す
c

つ
ま
り
一
酸

化
炭
素
に
よ
る
ガ
ス
中
毒
死
な
の

ざ

で
す
°
ガ
ス
よ
は
工
場
や
車
が
出

す
悪
硫
酸
ガ
ス
や
オ
キ
ッ
ダ
ン
ト

な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
大

気
を
汚
染
し
、
目
や
鼻
、
の
ど
を

刺
激
し
ま
す
。

一
酸
化
炭
素
は
狭
い
部
屋
の
中

で
発
生
す
る
の
で
命
取
り
と
な
り

ま
す
か
ら
ご
用
心
。
も
ち
ろ
ん
、

狭
い
部
屋
の
中
で
は
、
炭
や
煉
炭

ば
か
り
で
な
く
、
石
油
を
つ
け
っ

放
し
に
し
た
り
、
ガ
ス
管
の
は
ず

れ
や
ガ
ス
も
れ
か
ら
一
酸
化
炭
素

中
毒
を
お
こ
し
ま
す
。

空
気
の
入
れ
替
え
を

狭
い
部
屋
の
中
で
炭
や
煉
炭
が

燃
え
る
と
き
は
ガ
ス
の
発
生
も
多

く
、
ガ
ス
が
部
屋
中
に
こ
も
っ
て

き
ま
す
と
、
最
初
は
む
か
つ
き
や

軽
い
目
ま
い
を
お
こ
し
、
つ
ぎ
に

は
頭
痛
、
嘔
吐
、
そ
し
て
意
識
が

な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
＿

そ
ん
た
大
事
に
な
る
前
に
、
時

々
窓
や
ド
ア
を
あ
け
て
外
気
を
い

れ
、
ガ
ス
の
元
栓
な
ど
を
止
め
て

空
気
の
入
れ
替
え
を
し
た
い
も
の

で
す
c

ガ
ス
中
毒
を
発
見
し
た
場
合
の

措
置
と
し
て
は
、
，
．

．

．

①
窓
や
ド
ア
を
あ
け
戸
外
に
運
び

出
す
こ
と
、

②
意
識
を
失
っ
て
い
る
場
合
は
、

呼
吸
や
脈
に
注
意
、

．

③
一
酸
化
炭
素
中
毒
は
顔
色
が
よ

く
て
も
（
赤
味
）
安
心
で
き
ま

せ
ん
、

④
医
師
へ
の
連
絡
救
急
車
等
の
手

配
を
す
る
ー
な
ど
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
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国
民
年
金
の
障
害
年
金
ほ
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
が
病

気
や
ケ
ガ
の
た
め
に
、
身
体
障
害

者
に
な
っ
た
と
き
に
お
渡
し
す
る

の
を
建
前
と
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
ま
す
と
、
国
民
年
金
は

二
十
歳
に
な
ら
な
い
と
加
入
で
き

ま
せ
ん
の
で
二
十
歳
に
な
る
前
の

病
気
や
ケ
ガ
や
先
天
性
の
心
身
障

害
で
困
っ
て
い
る
人
に
は
、
年
金

を
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

こ
れ
で
は
二
十
歳
に
な
る
ま
で

は
、
児
童
扶
養
手
当
や
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
け
て
い
て
も
二
十

歳
に
な
る
と
同
時
に
国
か
ら
の
手

当
が
打
切
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
重
い
障
害

（
一
級
障
害
）
が
あ
る
人
に
は
、

二
十
歳
か
ら
障
害
福
祉
年
金
を
差

し
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
く
わ
し
く
い
4

ま
す
と
、
こ
の

障
害
福
祉
年
金
は
、
障
害
の
原
因

と
な
っ
た
病
気
や
ケ
ガ
が
二
十
歳

前
に
す
で
に
な
お
っ
て
障
害
の
程

度
が
固
定
し
て
い
る
人
は
二
十
歳

に
な
っ
た
と
き
か
ら
、
二
十
歳
に

な
っ
た
後
に
な
っ
て
そ
の
病
気
や

ケ
ガ
が
治
っ
て
障
害
が
い
わ
ゆ
る

固
定
し
た
と
き
は
そ
の
と
き
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

二
十
歳
前
に
運
悪
く
重
い
病
気

に
か
か
っ
た
り
、
身
体
障
害
に
な

っ
た
人
は
、
ニ
ヤ
歳
に
な
っ
た
と

き
に
役
場
の
国
民
年
金
係
に
相
談

さ
れ
る
こ
と
を
ぜ
ひ
お
す
す
め
し

ま
す
。
．

収
入
の
多
い
方
、
国
民
年
金
以

外
の
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
は

制
限
が
あ
り
ま
す
が
、
障
害
福
祉

今
年
の
抱
負

二
年
佐
久
間
統
広

昭
和
四
十
九
年
の
新
年
を
迎

え
、
こ
の
一
年
を
有
意
義
に
す
ご

す
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

し
た
ら
よ
い
か
と
考
え
て
み
ま
し

た
、
ま
ず
第
一
は
、
勉
強
の
こ
と

で
す
、
ぼ
く
は
、
あ
と
数
ヶ
月
後

で
三
年
生
、
中
学
校
で
の
最
後
の

年
、
す
な
わ
ち
、
高
校
入
試
と
言

う
、
大
き
な
問
題
が
あ
る
の
で
、

勉
強
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
、
こ
と
わ
ざ
に
「
ち
り
も

積
れ
ば
山
と
な
る
」
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
が
勉
強
を
毎
日
毎
日
少

し
ず
つ
で
も
、
本
気
に
な
っ
て
や

れ
ば
そ
の
結
果
は
大
な
る
も
の
が

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で

す。
ぽ
く
は
、
部
活
動
の
盛
ん
な
時

な
ど
は
、
一
時
間
や
る
の
が
精
一

児
童
•
生
徒
作
品

釜

須

中

学

校

年
金
を
お
渡
し
す
る
こ
と
が
き
ま

り
ま
す
と
、
年
額
九
万
円
（
月
額

七
千
五
百
円
）
の
障
害
福
祉
年
金

を
年
三
回
に
分
け
て
、
ご
希
望
の

郵
便
局
の
窓
口
で
お
払
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

（
そ
の

5
)

ぱ
い
で
し
た
。
そ
れ
で
、
今
年
は

学
習
計
画
を
き
ち
ん
と
た
て
吝
き

れ
ば
、
学
年
プ
ラ
ス
一
時
間
や
り

た
い
そ
れ
が
無
理
な
時
は
、
せ
い

ぜ
い
二
時
間
位
は
必
ず
多
く
や
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
は
、
最
上
級
生
と
し
て
の

自
覚
あ
る
行
動
を
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
規
律
を
守
り
、
下
級
生

に
対
し
、
上
級
生
と
し
て
の
ほ
こ

り
あ
る
態
度
で
過
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
生
徒
会
活
動
に
も
積
極
的

に
と
り
く
み
、
中
学
校
生
活
を
充

実
し
た
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま

゜
す

第
三
番
目
は
、
部
活
動
の
こ
と

で
す
。
ぽ
く
は
、
一
年
の
時
か
ら

野
球
部
に
は
い
り
、
い
よ
い
よ
‘

今
ま
で
の
練
習
の
結
果
を
新
人
戦

に
か
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
練
習
試
合
の
時
、
足
を
け
が

し
て
し
ま
い
、
試
合
に
出
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
い
ま
で
も
、
ざ
ん

障
害
福
祉
年
金
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い

重
度
障
害
者
が

-
＋
歳
に
な
っ
た
と
き
は

ね
ん
で
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
ー

ヤ
マ
ザ
キ
杯
、
浅
川
大
会
、
そ
れ

に
中
体
連
総
合
大
会
と
い
っ
た
試

合
が
残
っ
て
い
と
る
思
う
と
、
胸

が
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

そ
れ
で
、
ぽ
く
は
、
新
人
戦
の

時
だ
せ
な
か
っ
た
分
を
、
こ
の
三

つ
の
試
合
に
、
発
揮
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
某
礎
練
習
に

も
っ
と
力
を
入
れ
、
ど
ん
な
に
苦

し
く
と
も
、
み
ん
な
で
協
力
し
合

い
、
ぜ
ひ
り
つ
ば
な
成
果
を
お
さ

め
た
と
思
い
い
ま
す
。

三

年

森

リ

イ

子

学
校
の
行
き
帰
り
目
に
は
い
る

青
々
と
、
雄
大
に
そ
ぴ
え
た
つ
那

須
の
山
々
。

今
ま
で
気
に
と
め
な
か
っ
た
山

今
で
は
日
に
一
目
見
な
け
れ
ぼ
気

が
す
ま
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し

こ
。t
 天

候
が
悪
い
と
少
し
も
そ
の
山

の
姿
は
見
え
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
時
私
は
と
て
も
落
ち
つ

か
な
い
気
持
ち
に
な
る
の
で
す
。

天
候
が
よ
く
そ
の
山
々
が
姿
を

表
わ
し
た
時
、

胸
が
躍
る
よ
う
な
、

何
か
良
い
こ
と
あ
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
気
持
に
さ
え
な
る
の
で

す
や
が
て
故
郷
を
離
れ
知
ら
な
い

土
地
に
行
っ
て
も
私
は
心
の
支
え

と
し
て
、
こ
の
美
し
い
ふ
る
さ
と

の
山
々
を
、
決
し
て
忘
れ
な
い
こ

と
で
し
ょ
う
。

山

と

私

カンナの花

二年 塩 沢 降 行 三

年

境

田

康

弘

苦
し
い
時
す
ぐ
思
う

今
が
早
く
過
ぎ
て
楽
な
今
に
な
り

た
い
と
、

そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら
も

時
が
過
ぎ
る
の
が
こ
わ
い
。

そ
れ
に
苦
し
い
時
ほ
ど
長
く
感

じ
る
時
間
が
大
切
で
長
く
感
じ
る

な
ら
こ
わ
く
な
い
の
に

な
ぜ
か
こ
わ
い

苦
し
い
時
こ
そ
何
か
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
時
が
過
ぎ
る
の
が
こ
わ

、0
＞ヽ

そ
れ
で
も
早
く

過
ぎ
て
ほ
し
い
。

年石

森

澄

子

苦
し
い
時

収

穫
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—
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金

大

中

氏

昭
和
四
十
八
年
度
の
共
同
募
金

運
動
に
つ
い
て
は
、
深
い

ご
理
解

に
よ
り
格
別
な
る
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
優
秀
な
成
果
を
あ
げ
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

実
績
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
報
告
を
併
せ
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

四
十
八
年
目
標

二
九
四
、
七
六
五
円

納
入
実
績

、

―
―
―
六
三
、
七
五
四
円

内

訳

戸
別
募
金三

0
四
、
二
五
四
円

法
人
募
金

五
九
、

0
0
0円

五

0
0円

金
大
中
氏
助
か
る
ニ
ュ
ー
ス
聞
き
ゐ
つ
つ
膝
頭

寒
く
座
り
直
せ
り

．

拐
致
さ
れ

L
金
大
中
氏
に
こ
と
ご
と
く
同
情
の

湧
く
新
聞
記
事
に

痒
い
と
こ
ろ
に
手
の
と
ど
く
よ
う
な
政
治
家
が

ゐ
な
．．
い
か
と
云
ふ
友
も
年
老
ゆ

指
導
者
か
軽
く
物
言
云
へ
し
か
ば
日
本
列
島
さ

わ
立
に
け
り

お
ろ
か

水
の
流
れ
に
逆
ふ
こ
と
の
愚
さ
も
限
界
つ
き
て

交
化
人
立
つ

そ
の
他

共
同
募
金

土ヒ
✓ 、~

溝

井

郎

,11111—i111111—1111111—1111111—1111111—...... 
ん定か額控の

ま° 申らよ除合昭
た 告三り‘計和
‘ を月多社額四

源 し十い会が十
泉 な五人保基八
徴 け日は険礎年
収 れま‘料控分
さ ばで二控除の
れ なの月除‘所
た り間十の配得
税 まに六合偶金
金 せ確日計者額

や
、
予
定
納
税
を
し
た
税
金
が
納

め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
人
は
、
確

定
申
告
を
し
て
税
金
の
還
付
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
申
告
は
、
ニ

月
十
五
日
以
前
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
か
ら
、
な
る
べ
く
早
め
に

申
告
を
し
て
還
付
を
受
け
て
下
さ

、0し

税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の

申
告
は
お
早

H
に

翌
年
度
繰
越二

0
、
一
五
八
円

ま
た
本
年
度
歳
末
た
す
け
あ
い

に
、
特
に
川
辺
円
通
寺
念
仏
修
養

目
標
額
八
四
、
四
九
五
円
妙
講
様
か
ら
多
額
の
協
力
が
あ
り
ま

納
入
実
績
九
八
、
二
五
一
―
―
円
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

前
年
度
よ
り
繰
越
五
、
五
〇
五
す
。

福
島
県
共
同
募
金
会
玉
川
村
分

円
配
分
実
績
八

0
、

o
o
c円

9

会

配
分
経
費
―
―
-
、
六

0
0円
玉

川

村

社

会

福

祉

協

議

会

部

落

死

亡

者

氏

名

年

令

川

辺

仁

井

田

乎

三

郎

(76)

小

高

探

田

友

蔵

(66)

ク

須

藤

鶴

夫

(45)

中

高

林

勝

太

郎

(84)

吉

有

賀

セ

ッ

(
7
7
)

世

帯

主

名

続

柄

倉

夫

父

主

友

明

の

父

主

宮

子

の

夫

浅

太

郎

父

嘉

雄

母

（
一
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

一
こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
一

本
年
度
法
人
募
金
は
次
の
事
業

所
か
ら
格
別
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
i

.

..

東
京
精
工
株
式
会
社
様

駒
木
根
工
業
株
式
会
社
様

玉
川
フ
ァ
ー
ム
様

福
島
双
羽
電
機
株
式
会
社
様

中
根
精
工
株
式
会
社
様

大
三
鋳
造
所
様

・

福
島
ェ
ソ
ヤ
様

日
興
繊
維
株
式
会
社
様

穂
高
電
子
様

な
お
共
同
募
金
に
つ
い
て
は
右
‘

金
額
を
福
島
県
共
同
募
金
会
に
納

金
い
た
し
ま
し
た
が
こ
の
実
績
に

基
づ
き
昭
和
四
十
九
年
度
に
社
会

福
祉
協
議
会
に

(
B
募
金
分
）
配

分
さ
れ
て
参
り
ま
す
の
で
社
協
共

募
事
業
費
と
し
て
地
域
福
祉
の
た

め
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ

い
募
金

山 南竜岩小蒜

小ク須 法 ij // 

屋釜綺寺高生辺落

Jll 
部

石 班近岡石関溝藁鈴石

出

森目内部森根井谷木井生

佐比 児

吉美 由幸氏
知登

名
治子喜勇美和子美正恵

千
幸 勝

恵

同
募
金
運
動
に

対
す
る
お
礼

金儀玉勇末 貞 芳 正 由 紀 世

之 之之塁
治信喜助吉夫包助助男名

ク
二

男孫

．

ン
クク

二

男

続

柄
―
―
―
女

孫ク
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ー

＇ 一

雪

の

正

月

ー1
 ... 

ー

＇ 一

破

璃

戸

の

日

朝

や

う

ら

ら

に

―

―

ー

ケ

日

〗
大
き
星
燃
ゆ
る
ひ
か
り
の
凍
つ
る
な
り

＇ 一

枯

山

の

曲

線

に

日

の

満

ち

て

を

り

朝

L

ば

L

噴

湮

澄

め

り

雪

の

那

須

＇ ＇ 

余

生

な

ほ

な

す

こ

と

多

さ

雪

日

和

＇ 一

潮

凪

ぎ

の

日

の

あ

か

る

さ

や

寒

の

梅

一

雪

は

や

に

解

け

て

明

さ

藪

柑

子

一

残

照

の

岳

に

ま

；
た

立

つ

雪

け

む

り

ー

雪

に

伏

す

誤

竿

お

こ

す

御

蔀

園

ーーー

＇ 
ー

山

の

水

引

き

て

き

よ

ら

か

に

寒

の

芹
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為
お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
ざ
い
ま
す

（
一
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

拙

郎

~ 

＠
贈
与
税
の
早
告
は
お
早
め
に

一
年
間
に
個
人
か
ら
四
十
万
円

を
超
え
る
財
産
を
も
ら
っ
た
と
き

は
贈
与
税
が
か
か
り
、
翌
年
の
二

月
一
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
の

間
に
、
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
婚
姻
期
間
が
二
十
年
以

上
の
夫
婦
間
で
、
居
住
用
の
土
地

や
家
屋
、
ま
た
は
、
こ
れ
ら
を
取

得
す
る
た
め
の
金
銭
の
贈
与
が
行

わ
れ
、
贈
与
を
受
ナ
た
人
が
、
そ

名

の
贈
与
税
の
申
告
期
限
（
翌
年
の

三
月
十
五
日
）
ま
で
に
、
そ
の
居

住
用
不
動
産
に
実
際
に
居
住
し
た

場
合
に
は
、
配
偶
者
控
除
と
し
て

基
礎
控
除
の
四
十
万
円
の
ほ
か

に
、
最
高
五
百
六
十
万
円
ま
で
が

控
除
さ
れ
ま
す
。（

須
賀
川
税
務
署
）




